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新型コロナウイルス感染症によるワーケーション事業の影響
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【HOP】 【STEP】 【JUMP】

個人レベルで 先進企業で 一般企業まで

テレワーク普及
ワーケーション認知拡大

＜Before コロナ＞（計画）

ワーケーションを体験したことのある企業を中心に、

東京五輪期間に合わせワーケーション導入イベント予定

＜With コロナ＞

より多くの企業にワーケーションの魅力を認知いただくため、

オンライン情報発信イベント開催

＜After コロナ＞？



１．ワーケーション・リーダーズ・サミット

ワーケーション先進企業や先駆者達が一堂に会し、講演やパネルディスカッション、ワーケーション
体験会、地域の主体とのワークショップなど様々なプログラムを提供するイベントを開催

参加者 現地参加70名・オンライン参加のべ391名

場所 SHIRAHAMA KEY TERRACE HOTEL SEAMORE・オンライン

開催日 令和２年10月22日（木）～23日（金）

共催 ５年後の働き方コンソーシアム

和歌山県でのワーケーション事業報告（令和２年度）
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開催日 令和２年11月12日（木）～13日（金）

参加者

LIVE配信 三菱地所 WORK×ation Site 南紀白浜

企業・自治体・メディアなど180名

（1日目）ワーケーション導入ガイダンスウェビナー （2日目）ワーケーションスポット・バーチャルツアー

撮影場所 和歌山県白浜町、田辺市（熊野古道）

２．WAKAYAMAオンラインワーケーション

和歌山県でのワーケーション事業報告（令和２年度）

ワーケーション導入に特化したガイダンスウェビナーとワーケーションスポット・バーチャルツアー
で構成する2日間のオンラインイベントを開催
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ワーケーション自治体協議会加盟自治体
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※いずれも令和３年１月末時点の数値

１年強で約2.5倍に



WAJの取組概要（令和２年度）

・会員自治体向けのオンラインセミナー（令和２年８月～）

・ワーケーション月間（令和２年11月）

・政府要望活動（令和２年７月）

・Facebookを活用した情報発信（令和２年３月～）
各自治体が発信するワーケーションに関する情報を一元的に発信

 ⇒ 令和３年１月末時点で約70回の投稿で、WAJ会員数の推移や各自治体イベントの紹介

民間企業や大学等から講師を招いて、ワーケーションに関する知見を共有

 ⇒ 「地域のワーケーション資源の発見・事業化」をテーマに令和２年8月～10月に３回に分けて開催

各自治体においてワーケーション事業を集中的に実施

 ⇒ 全国で10のイベントを開催し一覧で情報発信することで、イベントへのアクセスを促進

・経団連及び日本観光振興協会とのモニターツアー事業（令和２年10月～）

経団連企業がＷＡＪ会員の地域にて実際にワーケーションを体験

 ⇒ 受入れ側（自治体）と送出し側（企業）の双方からワーケーションの効果や課題を抽出

ワーケーション自治体協議会活動報告（令和２年度）

１．政府におけるワーケーション推進本部（仮称）の設置／２．ワーケーション施設整備への財政措置
３．ワーケーションの普及啓発に向けた周知広報／４．ワーケーションアドバイザー制度（仮称）の創設等
５．ワーケーション推進大賞（仮称）の創設
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